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常任・特別委員会の主な審査状況

○
企
画
総
務
委
員
会

「
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ

い
て
」

【
説
明
】
本
市
の
指
定
金
融
機

関
は
、
三
井
住
友
銀
行
と
東
京

三
菱
銀
行
の
2
年
ご
と
の
輪
番

制
で
、
平
成
17
年
2
月
か
ら
は

三
井
住
友
銀
行
に
交
代
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
同
行
か
ら
要

望
が
出
さ
れ
て
い
た
派
出
所
の

人
件
費
負
担
、
手
数
料
の
有
料

化
等
に
進
展
が
な
い
こ
と
を
理

由
に
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た

た
め
、
平
成
17
年
2
月
以
降
も

引
き
続
き
東
京
三
菱
銀
行
を
指

定
す
る
も
の
。
同
行
と
は
協
議

を
行
い
、
継
続
の
同
意
を
得
て

い
る
。
な
お
、
指
定
金
融
機
関

が
1
行
の
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
在
保
谷
庁
舎
で
行
っ
て

い
る
公
金
収
納
業
務
は
直
営
で

行
う
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

【
質
疑
応
答
】
東
京
三
菱
銀
行

か
ら
の
回
答
文
に
掲
げ
る
「
今

後
も
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
事
項
」
と
し
て
は
、
取
扱

事
務
の
簡
素
合
理
化
、
出
張
所

経
費
（
特
に
人
件
費
）、
手
数

料
に
つ
い
て
、
今
後
も
誠
意
を

持
っ
て
協
議
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

○
文
教
委
員
会

「
西
東
京
市
立
中
学
校
に
通
級

指
導
学
級
の
早
期
開
設
を
求
め

る
陳
情
」

【
趣
旨
】
小
学
校
の
通
級
指
導

学
級
を
卒
業
し
た
後
も
、
安
心

し
て
学
び
、
よ
り
よ
い
環
境
で

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を
楽
し

め
る
よ
う
中
学
校
の
通
級
指
導

学
級
の
早
期
設
置
を
求
め
る
。

【
説
明
】
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

谷
戸
小
、
保
谷
小
に
既
設
、
来

年
度
東
伏
見
小
に
設
置
予
定
だ

が
、
中
学
校
に
は
設
置
し
て
い

な
い
。
谷
戸
小
の
「
せ
せ
ら
ぎ

学
級
」
の
児
童
数
は
37
人
。
最

近
の
進
路
状
況
と
し
て
は
、
14

年
度
は
5
人
で
、
障
害
学
級
3

人
と
通
常
学
級
2
人
、
15
年
度

は
2
人
で
、
久
留
米
養
護
学
校

に
進
学
。
都
内
市
区
で
は
、
17

市
16
区
が
設
置
。

【
質
疑
応
答
】
中
学
校
で
の
通

級
指
導
学
級
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
既
設
団
体
の
状
況

を
幾
つ
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

学
力
の
課
題
が
あ
り
、
各
学
校

長
と
教
科
の
先
生
、
保
護
者
と

話
し
合
い
な
が
ら
個
々
の
状
況

に
対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

の
あ
た
り
を
踏
ま
え
て
障
害
学

級
設
置
校
長
会
等
で
も
議
論
し

た
い
。
な
お
、
調
査
は
通
級
指

導
学
級
設
置
で
の
課
題
に
関
す

る
も
の
。
時
間
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
評
価
等
に
つ
い
て
も
文
書

で
調
査
し
た
い
。

障
害
児
教
育
懇
談
会
で
決
め

た
優
先
順
位
と
い
う
の
は
、
中

学
校
の
固
定
学
級
の
人
数
が
ふ

え
て
現
状
で
は
対
応
し
切
れ
な

い
こ
と
、
小
学
校
の
言
語
障
害

の
固
定
学
級
が
現
状
55
人
の
児

童
が
い
て
対
応
し
切
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
2
点
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

○
厚
生
委
員
会

「（
仮
称
）
こ
ど
も
の
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
害
児
支

援
の
陳
情
」

【
趣
旨
】「
こ
ど
も
の
発
達
セ
ン

タ
ー
ひ
い
ら
ぎ
」
が
新
た
な
セ

ン
タ
ー
に
移
転
す
る
際
、
現
状

の
施
設
面
の
整
備
と
待
機
児
の

解
消
、
さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
へ
の

柔
軟
な
支
援
を
踏
ま
え
、
障
害

児
の
適
切
な
療
育
と
家
庭
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
。

①
基
本
設
計
と
あ
わ
せ
て
建
設

予
定
地
の
確
保
を
求
め
る
。

②
子
育
て
支
援
計
画
策
定
委
員

会
解
散
後
も
継
続
し
た
市
民
参

加
を
求
め
る
。

③
学
齢
期
の
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
余
暇
対
策
支
援
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
を
求
め
る
。

【
説
明
】
本
件
は
、
平
成
15
年

6
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
し

て
き
た
も
の
。（
仮
称
）
こ
ど

も
の
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
住
吉
福
祉
会
館
の
建

て
か
え
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。
現
在
、
関
係
課
に
よ
る
調

整
担
当
者
会
を
設
け
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
施
設
機
能
に
関
す
る

考
え
方
を
持
ち
寄
り
な
が
ら
設

計
受
託
会
社
と
基
本
設
計
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。

【
質
疑
応
答
】
子
育
て
支
援
計

画
策
定
委
員
会
が
解
散
し
た
後

の
市
民
参
加
は
、
複
合
施
設
と

し
て
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

調
整
す
る
。
6
月
に
市
民
説
明

会
を
行
い
、
そ
の
後
市
長
あ
て

の
質
問
状
に
も
説
明
し
て
い
る

の
で
、
全
体
的
に
は
ご
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

17
年
5
月
〜
6
月
に
基
本
設

計
が
示
さ
れ
た
後
の
修
正
意
見

に
つ
い
て
は
、
全
体
の
調
整
担

当
者
会
等
で
検
討
し
、
実
施
設

計
の
段
階
で
可
能
な
も
の
は
対

応
し
た
い
。

【
意
見
】
3
年
に
わ
た
る
計
画

だ
。
他
の
部
署
と
も
調
整
し
な

が
ら
、
計
画
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
的
な
も
の
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

○
建
設
環
境
委
員
会

「
市
道
路
線
の
変
更
（
議
案
第

63
号
〜
第
68
号
）」

【
説
明
】
市
道
ほ
第
36
号
線
ほ

か
旧
保
谷
市
域
の
5
路
線
に
つ

い
て
、
西
武
新
宿
線
の
鉄
道
敷

に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い

る
た
め
、
路
線
を
分
割
し
、
鉄

道
敷
内
を
廃
道
す
る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
鉄
道
敷
に
よ
る

廃
道
の
面
積
は
、
昨
年
廃
道
し

た
西
武
池
袋
線
11
カ
所
が
約

756
㎡
、
西
武
新
宿
線
に
つ
い
て

は
今
回
の
旧
保
谷
市
分
6
カ
所

に
廃
道
済
み
の
1
カ
所
を
加
え

て
約
322
㎡
、
旧
田
無
市
分
で
廃

道
済
み
の
7
カ
所
が
約
552
㎡
の

計
約
1
千
630
㎡
。
西
武
鉄
道
と

は
、
道
路
敷
に
な
っ
て
い
る
西

武
鉄
道
の
土
地
と
一
括
交
換
を

行
う
方
針
で
交
渉
中
。
対
象
と

な
る
土
地
は
31
カ
所
、
約
5
千

147
㎡
。

道
路
台
帳
の
整
備
は
、
今
年

度
で
道
路
部
分
の
図
化
が
全
域

で
完
了
す
る
予
定
。
地
下
埋
設

物
ま
で
は
入
っ
て
い
な
い
が
、

将
来
的
に
は
入
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
る
。

権
利
関
係
と
し
て
は
、
赤
道

な
ど
国
の
所
有
だ
っ
た
土
地
も

あ
る
が
、
管
理
を
含
め
て
市
に

譲
与
さ
れ
た
の
で
、
道
路
上
に

線
路
が
敷
か
れ
た
箇
所
、
実
態

上
道
路
で
は
な
い
箇
所
等
を
精

査
し
て
整
理
す
る
。
面
積
が
か

な
り
異
な
る
が
、
道
路
と
し
て

使
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
の

で
、
西
武
鉄
道
と
し
て
も
交
換

に
応
じ
る
意
向
で
あ
る
。
新
た

に
踏
切
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
は

難
し
い
。

【
結
果
】
全
議
案
に
つ
い
て
賛

成
全
員
で
可
決

「
浜
岡
原
発
非
常
事
態
に
お
け

る
放
射
能
災
害
を
防
ぐ
こ
と
に

関
す
る
陳
情
」

「「
浜
岡
原
発
非
常
事
態
」
に
お

け
る
放
射
能
災
害
対
策
に
関
す

る
陳
情
」

【
質
疑
応
答
】
東
海
地
震
に
か

か
わ
る
内
容
は
市
の
防
災
計
画

に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
放
射

能
は
国
の
問
題
と
な
る
関
係

上
、
現
状
で
は
都
を
含
め
て
浜

岡
原
発
の
関
係
に
は
触
れ
て
お

ら
ず
、
市
町
村
独
自
で
回
答
す

る
の
は
難
し
い
。
原
発
が
あ
る

県
、
市
町
村
で
は
、
原
子
力
委

員
会
が
策
定
し
た
も
の
に
対
応

し
て
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
ら

に
基
づ
い
た
原
発
が
つ
く
ら
れ

る
と
い
う
形
で
の
対
応
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
国
の

指
針
と
い
っ
た
も
の
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
。

陳
情
事
項
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
可
能
期
間
は
2
カ
月
程

度
。副
作
用
に
つ
い
て
は
不
明
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

○
駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員

会
駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員

会
で
は
、
調
査
中
の
事
件
に
つ

い
て
中
間
報
告
を
行
っ
た
。

一
、
保
谷
駅
南
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
に
つ
い
て

15
年
11
月
26
日
の
委
員
会
に

お
い
て
は
、
交
通
広
場
内
の
地

権
者
の
用
地
先
行
取
得
及
び
Ⅱ

街
区
保
留
床
へ
の
公
共
公
益
施

設
の
移
転
等
の
方
針
が
示
さ
れ

た
。16

年
9
月
15
日
に
お
い
て

は
、
権
利
者
の
意
向
の
変
化
と

し
て
、
Ⅰ
街
区
地
下
1
階
・
1

階
に
出
店
予
定
の
大
口
権
利
者

が
1
階
の
み
に
変
更
し
、
こ
の

地
下
1
階
に
Ⅱ
街
区
出
店
予
定

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
が
移

り
、
Ⅱ
街
区
の
地
下
1
階
が
保

留
床
と
な
り
、
特
定
建
築
者
の

公
募
を
想
定
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

16
年
12
月
13
日
に
お
い
て

は
、
10
月
22
日
に
事
業
計
画
決

定
の
公
告
が
さ
れ
、
11
月
20
日

の
申
し
出
期
間
が
終
了
し
た
こ

と
に
伴
う
申
し
出
状
況
、
11
月

21
日
に
評
価
基
準
日
を
迎
え
た

こ
と
、
西
東
京
市
保
谷
駅
南
口

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
審

査
会
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
16
年
3
月
に
は
特
別

会
計
の
設
置
条
例
及
び
特
別
会

計
予
算
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

二
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

16
年
9
月
15
日
の
委
員
会
に

お
い
て
、
南
口
に
つ
い
て
は
、

再
開
発
事
業
か
ら
居
住
環
境
整

備
事
業
と
す
る
事
業
方
針
転
換

等
の
説
明
を
受
け
、
北
口
に
つ

い
て
は
、
関
係
権
利
者
の
意
向

を
把
握
し
基
本
構
想
を
作
成

し
、
早
期
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
す
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。駅周辺再開発等特別委員会の中間報告に

ついては、平成17年3月発行予定の平成16
年第4回定例会西東京市議会会議録に収
録され、両庁舎の情報公開コーナーや各
図書館でご覧いただけるようになるほか、
同時期からホームページの「会議録の検
索と閲覧」コーナーでもご覧いただける
ようになる予定です。

常
任
・
特
別
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

企
画
総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

指定金融機関窓口（田無庁舎）

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

支
出
し
た
費
用
に
対
し

て
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
満
足
度
の
比
率
。
費

用
対
効
果
。

だ
れ
で
も
ト
イ
レ

東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
整
備
基
準

と
し
て
、
不
特
定
多
数

の
者
が
利
用
す
る
便
所

を
設
け
る
場
合
一
以
上

設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
便
所
。
だ
れ
で
も
円

滑
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
構
造
等

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー

公
に
意
思
表
示
す
る
こ

と
の
な
い
大
衆
の
多
数

派
。
声
な
き
大
衆
。

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

心
停
止
や
心
室
細
動

（
致
死
性
の
高
い
不
整
脈
）

を
引
き
起
こ
し
た
患
者

な
ど
に
電
気
的
刺
激
を

与
え
て
救
命
す
る
自
動

体
外
式
除
細
動
器
。
欧

米
で
は
、
心
停
止
や
心

室
細
動
な
ど
に
よ
る
突

然
死
を
防
ぐ
効
果
的
な

救
命
機
器
と
し
て
一
般

に
普
及
し
て
い
る
。

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

高
架
の
歩
行
者
専
用
通

路
。
駅
前
広
場
を
ま
た

い
で
駅
と
建
物
を
つ
な

い
だ
り
、
建
物
同
士
を

結
ん
だ
り
す
る
の
に
用

い
ら
れ
る
。

用
語
の
解
説

駅
周
辺
再
開
発
等

特

別

委

員

会


